
（１）　補正予算額 （千円）

（２）　主な補正内容

・6月議会　初日上程　委員会付託
・地方創生臨時交付金の残額（約1.9億円）の一部やコロナ基金を活用したコロナ対策
・このほか、緊急性、実施の必要性の高い事業

　国民健康保険特別会計 16,705,478 264 16,705,742

　土地区画整理事業特別会計 2,203,123 0 2,203,123

　１．各会計の補正状況

会計区分 補正前額 今回補正額 補正後額

　一般会計 67,954,058 264,329

　合　　計 123,802,005 264,593 124,066,598

会計区分 主な内容

68,218,387

　市立病院事業会計 10,422,919 0 10,422,919

　下水道事業会計 6,046,233 0 6,046,233

　介護保険特別会計 15,632,109 0 15,632,109

　後期高齢者医療特別会計 4,838,085 0 4,838,085

　一般会計　（3号補正）

○地方創生臨時交付金等を活用した事業
　・ＰＣＲ検査・自宅療養者への食糧配送
　・民間保育所の設備改修補助
　・公共施設小規模修繕委託の増額　　など
○子宮頸がんワクチン予防接種対応
○ウクライナ避難者支援　　　など

　国保特会　（1号補正） ○退職被保険者等医療給付費分納付金

令和４年度　一般会計補正予算（第３号補正）（案）【概要】
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（1）　歳入予算 （千円）

①

②

①

②

③

①

①

②

①

②

（2）　歳出予算

一般財団法人自治総合センターコミュニティ助成金 1,900

多文化共生のまちづくり促進事業助成金 1,100

新型コロナウイルス感染症対策基金繰入金 11,606

77,116

指定寄附金（ウクライナ支援） 1,603

88,722

3,000

2,136,630

1,008,893

寄附金 1,603 12,853

繰入金

諸収入

都支出金 66,904 10,265,606

感染症対策のための改修整備等事業 32,242

医療保健政策区市町村包括補助事業 10,000

子供・長寿・居場所区市町村包括補助事業 10,000

その他 14,662

　２．一般会計の補正内容

予算科目 今回補正額 補正後額 主な内容※今回補正額

衛
生
費

ＰＣＲ検査体制の継続 2,913千円

新型コロナウイルスに感染すると重症化するリスクの高い高齢者や障害者施設で感染者が発生し、濃厚接触者と
ならなかった方のうち、感染に不安を持つ方にPCR検査を行う事業について、感染が収まらないことから継続して
実施するもの。（７月～３月分）

衛
生
費

ＰＣＲ検査センターへの継続支援 6,269千円

市内に設置されたＰＣＲ検査センターについて、検査体制が継続できるよう支援（助成金）を継続するもの。（７月
～９月分）

主な新型コロナウイルス感染症対策事業

民
生
費

民間保育所等の設備改修補助 62,769千円

民間保育所等に対し、感染予防のための改修や必要な設備の整備等に対し補助を行い、施設内の感染拡大防
止対策を推進するもの。
対象：感染症対策として必要な、トイレや水道等の非接触型蛇口の設置等の改修・整備にかかる費用
補助基準額：1施設当たり　1,029千円

衛
生
費

自宅療養者への食糧配送 10,990千円

新型コロナウイルス感染者の急拡大により、市内自宅療養者数も急増し、療養調整を行う保健所の機能が逼迫し
ている。そこで、東京都から物資が届くまでの３日間分の食料を提供する支援事業を、7月以降も継続するもの。
（7月～3月分）

※合計　185,680千円（記載のない事業含む）

財政調整基金繰入金

264,329

13,684,432

新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金 90,300

保育環境改善等事業 13,050

その他 750

合計

104,100

- -

国庫支出金
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3,063千円

ウクライナからの避難者を受入れ、支援する体制を構築するため、以下を実施するもの。
①訪問支援
支援員と通訳者が居宅を訪問し、困りごと等の聞き取りや買い物支援、医療機関への同行等をおこなう。
②相談支援
訪問時以外の突発的な相談に対し、電話対応をおこなう。（通訳者対応を想定）
③一時給付金支給
避難時に最低限必要となる物資購入への支援をおこなう。（1世帯当たり10万円）

民
生
費

「個」と「個」をつなぐ居場所づくり事業の実施 10,000千円

東京都の３Ｃ事業（東京都子供・長寿・居場所区市町村包括補助事業）の2年目の実施事業。多摩平中央公園
地区センターを改修し、管理人を中心にした人と人のつながりづくりのための居場所に転換するための改修や備品
の整備等をおこなう。※事業は3年計画。昨年は改修の優先度が高いトイレ、玄関の改修をおこない、バリアフリー
にした。令和5年1月にリニューアルオープン予定。

商
工
費

市内小規模事業者へ依頼する小規模修繕委託料の増額 20,000千円

コロナ禍で疲弊する小規模事業者に対し、公共施設の小規模修繕を商工会を通じて発注し、市内経済の下支え
をするもの。

教
育
費

小中学校体育館トイレ等のコロナ改修 20,911千円

接触などによる感染拡大の予防を図るために日野第一小、日野第三小、日野第六小、日野第一中の体育館等ト
イレの洋式化、自動水洗化、床のビニル化（ドライ方式への対応）などを行うもの。

※　合計　78,649千円（記載のない事業含む）

衛
生
費

子宮頸がんワクチン予防接種実施への対応 29,072千円

子宮頸がんワクチン予防接種について、積極的勧奨の再開に対応するもの。ワクチン接種は平成25年4月1日か
ら定期予防接種に位置付けられていたものの、副反応の発生状況から積極的勧奨を控えてきた。令和3年11月
の国の審議会により、積極的勧奨を差し控える状況を終了させることが妥当であるとされたことを受け、従来の定
期接種対象年齢を超え、接種機会を逃した方への接種（キャッチアップ接種）をおこなうとともに、これまでの期間
において任意接種（自費）を受けた方について、負担した費用分の助成をおこなうもの。

土
木
費

日野中央公園バリアフリー化事業 12,714千円

日野中央公園のインクルーシブ遊具設置にあわせ、出入口・園路等のバリアフリー化整備するもの。
整備内容：園内の通路舗装、出入口の点字ブロック設置など

その他の事業

総
務
費

ウクライナ避難者への支援
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1,920千円

市内に結成された自主防災組織の育成と充実を図るため、自主防災組織育成交付金を交付するもの。
令和4年度は鹿島台防災会が行う防災資機材の購入に対し補助を行う。

教
育
費

地域部活動の推進 2,072千円

地域部活動を推進するため、令和3年度に実施した市教育委員会主催の地域部活動（三沢中女子バスケット
ボール部）を4年度も継続して実施するとともに、地域企業のコニカミノルタ（株）が新設予定のスポーツクラブ・アカ
デミーにおいて地域部活動の運営を実証するもの。

予
備
費

今後の台風等災害への備え 15,000千円

第一四半期に予備費対応を要する案件が例年より多いことから、当初予算の水準まで予算額を戻し、今後の災
害等に備えるもの。

消
防
費

自主防災組織への資機材購入補助
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